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○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

　法令や行政の基準に関する理解を深める為、研修への

参加や資料の確認を継続的に行うとともに、職員間で

情報共有を図りながら、適切な運営体制の構築に勤めて

いきます。

2

3

　開所間もないことから、法令や行政の基準に関する理解や運

用について、現在も確認・整理を進めている段階です。

　開所間もない為、法令や行政の基準に関する理解や運用につ

いての経験が十分でなく、確認を行いながら対応している状態

です。

　支援者が保育士中心の体制であるため、放課後等デイサービ

スにおける小学生の支援については経験の蓄積が十分ではあり

ません。

　保育士としての就学前時の支援経験が中心であり、小学生へ

の支援に関する実践経験が十分に蓄積されていないことが要因

です。

　地域の関係機関との連携について、経験の蓄積が十分ではあ

りません。

　開所間もない事から、地域の関係機関との連携機会が限られ

ていることが要因です。

　同一学園内の保育園・こども園の卒園児が利用していること

から、成育歴の共有が円滑に行え、学校生活を見据えた継続的

かつ一貫した支援につなげられています。

　学園内の職員間で丁寧な情報共有を行い、その内容を踏まえ

て家族支援につなげています。

　保育士3名と保育補助員1名の体制で、子ども一人ひとりの

発達や気持ちに寄り添いながら、丁寧な理解と支援を行ってい

ます。

　職員同士の話し合いの機会を大切にし、子ども一人ひとりの

様子や発達の状況を共有しながら支援を行うとともに、日々の

関りを振り返りながらより良い支援に繋げています

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　子ども一人ひとりの発達や特性に合わせた個別支援を大切に

し、自主性を大切にする環境作りに努めています。

　来所時に自らスケジュールを決めて過ごす等、自己選択の場

を多く設定し、自己決定力の育成に向けた支援を行っていま

す。

○事業所名 　　　　　　　　　　　　　　　　児童発達支援事業所　　エムポの木（放デイ）

○保護者評価実施期間
令和７年　１２月　２日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和７年　１２月　２日

　その日の振り返りを基に、子どもの発達や特性に合わ

せた支援内容を検討し、職員間で共有しながら安心して

活動に取り組める環境づくりの充実を図っていきます。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　３月　３１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

　より良い発達支援が行えるよう、研修等を通して教材

作りや支援方法を学びながら、支援内容の充実を図って

いきます。

　丁寧な家族支援を行えるよう、定期的に面談の時間を設

け、継続的かつ一貫した支援に繋げられるようにしていきま

す。

　小学生への支援に関する理解を深める為、研修への参

加や資料の活用を行うとともに、関係機関との連携や事

例の級友を通して支援の幅を広げていきます。

　地域の関係機関との連携機会を増やすため、学校や相

談支援事業所等との情報共有や連携を積極的に行い、支

援体制の充実につなげていきます。

事業所における自己評価総括表公表


